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地下水シンポジウム地下水シンポジウム

未来につなぐ地下水の科学未来につなぐ地下水の科学
　目に見えない地下水の統合的管理のためには、かん養・流動・流出という
一連の地下水流動系を明らかにする必要があります。西条市と同じく水資源
を地下水に依存する熊本市では、地下水かん養源の推定とそれに基づいた水
源管理が行われ、行政界を越えた連携が始まっています。
　西条市では石鎚山系に降る雨を源とする「うちぬき」に代表される地下水
の恩恵を受けています。しかし家計の収支と同じように、水の収支を知らな
ければ、将来にわたる地下水の持続的利用は困難であり、収支を知るために
は市民の理解を得てモニタリングすることが必要です。　
　地下水流動系の可視化と水・物質循環研究等の地下水科学研究に、「地下
水の健康診断（千の水を採って）」や市民の水意識調査を踏まえて、市民と
行政および研究者が協同し、水研究と水管理を一体的に進める『西条モデル
：水環境都市づくり』を発信しようとしています。

熊本大学大学院自然科学研究科　嶋田　純教授
　

熊
本
県
阿
蘇
西
麓
台
地
と
そ
の
西
部
に

広
が
る
熊
本
平
野
は
、
年
２
０
０
０
㍉
以

上
の
降
水
量
と
火
砕
流
台
地
の
高
透
性
の

た
め
、
豊
か
な
地
下
水
資
源
を
持
つ
地
域

で
、
人
口
70
万
人
の
熊
本
市
は
そ
の
水
道

水
源
が
１
０
０
％
地
下
水
で
維
持
さ
れ
て

い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
で
す
。

　

熊
本
市
と
周
辺
11
市
町
村
は
、
こ
の
地

下
水
資
源
の
持
続
的
利
用
の
た
め
に
全
国

に
先
駆
け
た
精
力
的
な
地
下
水
行
政
を
進

め
て
い
ま
す
。
阿
蘇
火
山
山
麓
に
広
が
る

火
砕
流
帯
に
豊
富
に
蓄
え
ら
れ
る
地
下
水

で
す
が
、
地
下
水
量
の
長
期
的
な
低
減
傾

向
と
硝
酸
性
窒
素
濃
度
の
増
加
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
町
村

の
枠
を
越
え
た
地
方
行
政
で
の
地
下
水
の

持
続
的
管
理
を
め
ざ
し
た
対
応
を
始
め
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
熊
本
市
で
は
、
地
下
水
の

水
量
と
水
質
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
不
可

欠
な
地
域
住
民
の
水
に
対
す
る
意
識
を
改

革
・
啓
蒙
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、

『
く
ま
も
と
「
水
」
検
定
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。

熊本の地下水と水管理
総合地球環境学研究所　中野孝教教授

　

西
条
市
の
山
地
全
体
か
ら
採
水
し
た
３

０
０
以
上
の
河
川
水
と
、
今
年
の
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
「
西
条
市
地
下
水
の
健
康

診
断
（
千
の
水
を
採
っ
て
）
」
と
称
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
集
ま
っ

た
平
野
部
の
１
０
３
２
地
点
の
地
下
水
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
を
分
析
し
、

互
い
に
比
較
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
困
難

で
あ
っ
た
地
下
水
脈
の
姿
を
、
世
界
で
も

最
も
高
い
精
度
で
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
「
う
ち
ぬ
き
」
は
他
の
地
下
水

と
異
な
り
、
山
地
で
か
ん
養
さ
れ
た
水
が

西
条
平
野
の
地
下
水
プ
ー
ル
に
注
ぎ
こ
ん

で
生
ま
れ
た
、
た
い
へ
ん
貴
重
で
珍
し
い

水
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
域
や
地
球
規
模
の
人
間
活
動

の
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
下
水
に
表

れ
て
お
り
、
「
う
ち
ぬ
き
」
も
そ
の
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

西
条
の
豊
か
で
良
質
な
地
下
水
を
未
来

の
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
は
山
地
全
体
の

保
全
と
と
も
に
、
今
回
の
成
果
を
生
か
し

た
水
診
断
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

千の水が診るうちぬきの未来

総合地球環境学研究所　谷口真人教授
　

世
界
人
口
の
３
分
の
１
以
上
が
水
資
源

を
地
下
水
に
依
存
す
る
中
、
日
本
で
は
西

条
市
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
下
水
と
人

々
が
共
存
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

　

気
候
変
動
や
水
需
要
増
大
に
対
す
る
表

流
水
の
代
替
資
源
と
し
て
の
地
下
水
利
用

量
が
増
加
し
て
い
る
中
、
地
下
水
を
含
め

た
統
合
的
な
水
管
理
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
か
ん
養
・
流
動
・
流
出
と
い
う

流
動
系
を
な
す
地
下
水
の
科
学
は
、
見
え

な
い
水
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
特
に
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
日

本
に
お
い
て
は
、
地
下
水
を
「
資
源
」
と

し
て
の
み
で
は
な
く
、
「
循
環
」
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

物
理
・
化
学
的
な
指
標
を
用
い
た
調
査

を
行
い
、
塩
水
と
淡
水
の
地
下
水
流
動
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
条
の

地
下
水
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
見
え
な
い
地
下
で
つ
な
が
る
「
共

有
資
源
と
し
て
の
地
下
水
」
を
管
理
す
る

た
め
に
は
、
地
上
に
住
む
人
々
の
強
い
絆

が
必
要
で
す
。

地下水管理に向けた科学の現状と課題
愛媛大学農学部　高瀬恵次教授

　

雨
の
少
な
い
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
西
条

市
で
、
な
ぜ
地
下
水
が
豊
富
な
の
か
。
そ

れ
は
道
前
平
野
を
取
り
巻
く
山
々
に
降
っ

た
雨
の
多
く
が
加
茂
川
や
中
山
川
か
ら
地

下
水
に
伏
流
し
て
い
る
か
ら
で
す
。　
　

　

西
条
市
全
域
で
観
測
さ
れ
た
雨
の
量
を

調
べ
た
結
果
、
成
就
社
や
瓶
ケ
森
で
は
平

地
の
２
〜
３
倍
近
く
の
雨
が
降
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
河
川
水
と
な
っ

て
平
野
に
流
れ
込
み
、
一
部
は
表
流
水
と

し
て
、
残
り
の
多
く
は
伏
流
し
て
地
下
水

と
な
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
水
の
出
入
り
を
水
収
支
と

い
い
、
周
桑
平
野
で
は
生
活
用
水
や
農
業

用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
量
が
、
地

下
水
に
流
れ
込
む
水
量
の
お
よ
そ
４
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
は
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
地
下
水
利
用
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
下
水
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た

め
に
は
今
後
も
適
正
な
地
下
水
の
管
理
と

利
用
を
行
な
う
と
と
も
に
、
背
後
地
の
山

々
や
農
地
の
保
全
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

西条の水収支を見積もる

平
成
20
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
本
に
な
り
ま
し
た

未
来
へ
つ
な
ぐ
人
と
水　

―
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西条市の地下水保全

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　環境計画係　℡0897－52－1221

　９月23日に総合文化会館で、地下水シンポジウム「未来に
つなぐ地下水の科学～水の都　西条からの発信～」を開催し
ました。
　西条市では、市民共通の財産である「地下水資源」を将来
にわたって確保するために、総合地球環境学研究所、愛媛大
学等と共同で、水に関する研究を実施してきました。
　平成20年９月のシンポジウム「水のつながりを考える～ふ
るさと西条のおいしい水を、未来へ～」以降の研究によって
明らかになった地下水の自然科学的成果を、市民の皆さんに
分かりやすく発表し、本市がめざす水環境都市に向けて、さ
まざまな視点から意見交換を行いました。
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